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(57)【要約】
【課題】適度な弾力性及び溶解性を有する、触感性、興趣性に優れた固形状入浴剤を提供
すること。
【解決手段】固形状入浴剤は、（Ａ）エタノール及び糖アルコールの少なくとも一方と、
（Ｂ）二糖類と、（Ｃ）植物種子由来の増粘多糖類と、（Ｄ）海藻由来の増粘多糖類と、
を含有する。（Ｃ）成分は、ローカストビーンガム、タラガム及びグアーガムから選ばれ
る少なくとも１種であることが好ましい。（Ｄ）成分は、カラギーナンであることが好ま
しい。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）エタノール及び糖アルコールの少なくとも一方と、
　（Ｂ）二糖類と、
　（Ｃ）植物種子由来の増粘多糖類と、
　（Ｄ）海藻由来の増粘多糖類と、を含有する、固形状入浴剤。
【請求項２】
　前記（Ｃ）成分は、ローカストビーンガム、タラガム及びグアーガムから選ばれる少な
くとも１種である、請求項１に記載の固形状入浴剤。
【請求項３】
　前記（Ｄ）成分は、カラギーナンである、請求項１又は２に記載の固形状入浴剤。
【請求項４】
　前記（Ｃ）成分の含有量と前記（Ｄ）成分の含有量との含有量比（Ｃ／Ｄ）は、２～４
である、請求項１～３のいずれか１項に記載の固形状入浴剤。
【請求項５】
　前記（Ｃ）成分の含有量と前記（Ｄ）成分の含有量との合計含有量（Ｃ＋Ｄ）は、０．
１４～１．３５質量％である、請求項１～４のいずれか１項に記載の固形状入浴剤。
【請求項６】
　前記（Ｃ）成分の含有量は、０．１～１．０質量％である、請求項１～５のいずれか１
項に記載の固形状入浴剤。
【請求項７】
　前記（Ｄ）成分の含有量は、０．０４～０．３５質量％である、請求項１～６のいずれ
か１項に記載の固形状入浴剤。
【請求項８】
　前記（Ａ）成分は、エタノール、グリセリン、ソルビトール、エリスリトール、マルチ
トール、マンニトール及びラクチトールから選ばれる少なくとも１種である、請求項１～
７のいずれか１項に記載の固形状入浴剤。
【請求項９】
　前記（Ｂ）成分は、スクロース、トレハロース、ラクトース及びマルトースから選ばれ
る少なくとも１種である、請求項１～８のいずれか１項に記載の固形状入浴剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固形状入浴剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、入浴者に対して、芳香等によるリラックス効果、炭酸ガス等の発泡成分による血
行促進効果、保湿剤等によるスキンケア効果等が得られる種々様々な固形状入浴剤が知ら
れている（例えば特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１１３２８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の固形状入浴剤は、お湯に溶かして得られる上記の効果に主眼が置
かれているため、お湯に入れる前やお湯に入れて溶かしている間に楽しめるように、触り
心地等といった固形状入浴剤自体に工夫がされたものはあまり多くなかった。
【０００５】
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　本発明は、かかる背景に鑑みてなされたものであり、適度な弾力性及び溶解性を有する
、触感性、興趣性に優れた固形状入浴剤を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一の態様である固形状入浴剤は、（Ａ）エタノール及び糖アルコールの少なく
とも一方と、（Ｂ）二糖類と、（Ｃ）植物種子由来の増粘多糖類と、（Ｄ）海藻由来の増
粘多糖類と、を含有する。
【０００７】
　上記固形状入浴剤によれば、上記（Ａ）～（Ｄ）成分を含有することにより、適度な弾
力性を持たせたプニプニとした心地良い優れた触感を得ながら、適度な溶解時間（例えば
、お湯に入れて放置した状態で３０～９０分程度、入浴者が接触した状態で５～１５分程
度）を確保することができる。そのため、お湯に入れる前やお湯に入れて溶かしている間
でも、例えば、入浴者が手に載せて触ったり、突っついたり、揺らしたり、肌に転がした
り、握ったり、潰したりして、見た目や触感等を自由に遊んで楽しむことができる。
【０００８】
　これにより、入浴者に対してプニプニとした心地良い優れた触感によるリラックス効果
を与えることができる。また、入浴者が入浴中に飽きを感じることなく、お湯に長時間浸
かることができるため、入浴者に対して入浴時間の確保によるリラックス効果の他、例え
ば自律神経調整、血行促進等の身体的効果を与えることができる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について説明する。なお、本発明は、以下の実施形態に限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において種々の態様で実施しうること
はいうまでもない。
【００１０】
　上記固形状入浴剤は、上述したとおり、（Ａ）エタノール及び糖アルコールの少なくと
も一方と、（Ｂ）二糖類と、（Ｃ）植物種子由来の増粘多糖類と、（Ｄ）海藻由来の増粘
多糖類と、を含有する。以下、各成分について詳細に説明する。
【００１１】
　＜（Ａ）成分＞
　（Ａ）成分は、エタノール及び糖アルコールの少なくとも一方である。すなわち、（Ａ
）成分は、エタノール及び糖アルコールの両方が含まれていてもよいし、一方のみが含ま
れていてもよい。エタノール及び糖アルコールは、固形状入浴剤の弾力性、溶解性に寄与
する。糖アルコールとしては、例えば、グリセリン、ソルビトール、エリスリトール、マ
ルチトール、マンニトール、ラクチトール、キシリトール、イソマルト等が挙げられる。
【００１２】
　（Ａ）成分の糖アルコールとしては、グリセリン、ソルビトール、エリスリトール、マ
ルチトール、マンニトール及びラクチトールから選ばれる少なくとも１種を用いることが
好ましい。すなわち（Ａ）成分は、エタノール、グリセリン、ソルビトール、エリスリト
ール、マルチトール、マンニトール及びラクチトールから選ばれる少なくとも１種である
ことが好ましい。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより確実に得ることができる
。
【００１３】
　（Ａ）成分がエタノール及び糖アルコールの両方を含む場合、糖アルコールとしてグリ
セリンを用いることが好ましい。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより確実に得
ることができると共に、グリセリンによって離水防止効果を高めることができる。
【００１４】
　（Ａ）成分がエタノール及び糖アルコール（例えばグリセリン等）の両方を含む場合、
エタノールの含有量は、３～１８質量％であることが好ましい。この場合には、適度な弾
力性及び溶解性をより確実に得ることができる。
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【００１５】
　＜（Ｂ）成分＞
　（Ｂ）成分は、二糖類である。二糖類とは、２つの単糖がグリコシド結合したものをい
う。二糖類は、固形状入浴剤の弾力性、溶解性に寄与する。特に、二糖類は、同じ糖質で
ある（Ｃ）成分の植物種子由来の増粘多糖類及び（Ｄ）成分の海藻由来の増粘多糖類と相
性が良く、適度な弾力性及び溶解性を得るのに好適である。二糖類としては、例えば、ス
クロース、トレハロース、ラクトース、マルトース、セロビオース、ラクツロース等が挙
げられる。
【００１６】
　（Ｂ）成分は、スクロース、トレハロース、ラクトース及びマルトースから選ばれる少
なくとも１種であることが好ましい。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより確実
に得ることができる。また、（Ｂ）成分の含有量は、５～２０質量％であることが好まし
い。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより確実に得ることができる。
【００１７】
　＜（Ｃ）成分＞
　（Ｃ）成分は、植物種子由来の増粘多糖類である。植物種子由来の増粘多糖類とは、植
物の種子から得られる増粘性を有する多糖類のことであり、ゲル化剤として用いられるも
のである。植物種子由来の増粘多糖類は、固形状入浴剤の弾力性、溶解性に寄与する。特
に、植物種子由来の増粘多糖類は、（Ｄ）成分の海藻由来の増粘多糖類と共に、適度な弾
力性を有するプニプニとした心地良い優れた触感を得ながら、適度な溶解時間を確保する
のに好適である。植物種子由来の増粘多糖類としては、例えば、ローカストビーンガム、
タラガム、グアーガム、タマリンドガム等が挙げられる。
【００１８】
　（Ｃ）成分は、ローカストビーンガム、タラガム及びグアーガムから選ばれる少なくと
も１種であることが好ましい。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより確実に得る
ことができる。また、（Ｃ）成分の含有量は、０．１～１．０質量％であることが好まし
い。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより確実に得ることができる。
【００１９】
　＜（Ｄ）成分＞
　（Ｄ）成分は、海藻由来の増粘多糖類である。海藻由来の増粘多糖類とは、海藻から得
られる増粘性を有する多糖類のことであり、ゲル化剤として用いられるものである。海藻
由来の増粘多糖類は、固形状入浴剤の弾力性、溶解性に寄与する。特に、海藻由来の増粘
多糖類は、（Ｃ）成分の植物種子由来の増粘多糖類と共に、適度な弾力性を有するプニプ
ニとした心地良い優れた触感を得ながら、適度な溶解時間を確保するのに好適である。海
藻由来の増粘多糖類としては、例えば、カラギーナン、寒天等が挙げられる。
【００２０】
　（Ｄ）成分は、カラギーナンであることが好ましい。この場合には、適度な弾力性及び
溶解性をより確実に得ることができる。また、（Ｄ）成分の含有量は、０．０４～０．３
５質量％であることが好ましい。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより確実に得
ることができる。
【００２１】
　＜（Ｃ）、（Ｄ）成分の関係＞
　（Ｃ）成分の植物種子由来の増粘多糖類及び（Ｄ）成分の海藻由来の増粘多糖類は、両
者の含有量を適切な範囲に調整することで、適度な弾力性を有するプニプニとした心地良
い優れた触感を得ながら、適度な溶解時間を確保することが容易となる。
【００２２】
　（Ｃ）成分の含有量と（Ｄ）成分の含有量との含有量比（Ｃ／Ｄ）は、２～４であるこ
とが好ましい。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより確実に得ることができる。
また、（Ｃ）成分の含有量と（Ｄ）成分の含有量との合計含有量（Ｃ＋Ｄ）は、０．１４
～１．３５質量％であることが好ましい。この場合には、適度な弾力性及び溶解性をより
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確実に得ることができる。
【００２３】
　＜その他の成分＞
　上記固形状入浴剤は、上述した適度な弾力性及び溶解性を十分に得るために、上述した
（Ａ）～（Ｄ）適量の水を含有していてもよい。また、上述した（Ａ）～（Ｄ）成分の他
に、上述した適度な弾力性及び溶解性を十分に得られる範囲内において、保湿剤、色素、
香料、防腐剤等の成分を含有していてもよい。
【実施例】
【００２４】
　本発明の固形状入浴剤の実施例について、比較例と対比しながら、表１～表５を用いて
説明する。以下に示す実施例は、本発明の一実施態様を示すものであり、本発明はこれら
に何ら限定されるものではない。
【００２５】
　ここでは、下記の表１～表５に示す各成分（原料）を含有する入浴剤（実施例１～実施
例３２、比較例１～比較例４）を作製し、各入浴剤に対して弾力性（常温、高温）及び溶
解性を評価した。なお、表１～表５に示した各成分に対応する数値は、いずれも各成分の
含有量を示し、その単位は質量％である。また、各成分中、本発明の固形状入浴剤の（Ａ
）～（Ｄ）成分に該当するものには（Ａ）～（Ｄ）の表記を付した。
【００２６】
　また、（Ａ）成分として、エタノール並びに糖アルコールであるグリセリン及びソルビ
トールを用いた。また、（Ｂ）成分として、二糖類であるスクロース、トレハロース、ラ
クトース及びマルトースを用いた。また、（Ｃ）成分として、植物種子由来の増粘多糖類
であるローカストビーンガム、タラガム及びグアーガムを用いた。また、（Ｄ）成分とし
て、海藻由来の増粘多糖類であるカラギーナンを用いた。
【００２７】
　＜入浴剤の作製＞
　実施例１～実施例３２の入浴剤を作製するに当たっては、まず、所定量の精製水（表中
の水）を所定温度（例えば８０～９０℃）まで加熱した。次いで、（Ｂ）～（Ｄ）成分を
精製水中に攪拌しながら混合し、得られた中間混合物を所定温度（例えば３０～４０℃）
まで冷却した。次いで、（Ａ）成分を中間混合物中に攪拌しながら混合し、最終混合物を
得た。次いで、最終混合物を所定形状の容器に充填し、固まるまで所定温度（例えば３０
℃以下）で放置した。以上により、約８０ｇの固形状の入浴剤を得た。
【００２８】
　比較例１～比較例４の入浴剤を作製するに当たっては、（Ａ）～（Ｄ）成分のうちいず
れかの成分を含有しないことを除いては、基本的に上述した実施例１～実施例３２の入浴
剤の作成手順と同様とした。
【００２９】
　＜弾力性の評価＞
　弾力性（常温）の評価では、常温（温度２６℃前後）において、作製した入浴剤を手に
載せて指で触ったときの触感を評価した。弾力性（高温）の評価では、作製した入浴剤を
温度４０℃に設定した恒温器内に１時間放置した後に手に載せて指で触ったときの触感を
評価した。
【００３０】
　弾力性（常温）及び弾力性（高温）の評価は、手に載せることができなかった場合及び
手に載せたときに形を維持できず崩れた場合を「１」、手に載せて指で触ったときにプニ
プニとした触感であるが弾力がやや弱い場合を「２」、手に載せて指で触ったときにプニ
プニとした心地良い優れた触感で弾力が程良い場合を「３」、手に載せて指で触ったとき
にプニプニとした触感であるが弾力がやや強い場合を「４」、手に載せて指で触ったとき
に弾力性がなく硬い場合を「５」とした。
【００３１】
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　＜溶解性の評価＞
　溶解性の評価では、湯船（浴槽）に入れた１８０Ｌ、４０℃前後のお湯に、作製した入
浴剤を投入した。溶解性の評価は、放置状態で溶解時間が３０分未満の場合（速やかに溶
ける場合等を含む）及び接触状態で溶解時間が５分未満の場合（形を維持できずにすぐ崩
れる場合等を含む）を「１」、放置状態で溶解時間が３０分以上６０分未満の場合及び接
触状態で溶解時間が５分以上１０分未満の場合を「２」、放置状態で溶解時間が６０分以
上９０分未満の場合及び接触状態で溶解時間が１０分以上１５分未満の場合を「３」、放
置状態で溶解時間が９０分以上１２０分未満の場合及び接触状態で溶解時間が１５分以上
２０分未満の場合を「４」、放置状態で溶解時間が１２０分以上の場合及び接触状態で溶
解時間が２０分以上の場合を「５」とした。
【００３２】
　＜総合評価＞
　実施例１～実施例３２及び比較例１～比較例４の入浴剤において、弾力性（常温）、弾
力性（高温）及び溶解性の評価がすべて「２～４」である場合に合格「○」、少なくとも
１つの評価が「１」又は「５」である場合に不合格「×」とした。
【００３３】
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【表１】
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【００３４】
　表１に、実施例１～実施例９及び比較例１～比較例４の評価結果を示す。
　表１に示すとおり、実施例１～実施例９は、（Ａ）～（Ｄ）成分をすべて含有している
ため、弾力性（常温、高温）及び溶解性の評価において良好な結果（「２～４」）が得ら
れ、総合評価が合格「○」であった。すなわち、実施例１～９は、適度な弾力性を有する
プニプニとした触感を得ながら、適度な溶解時間を確保することができた。
【００３５】
　一方、表１に示すとおり、比較例１～比較例４は、（Ａ）～（Ｄ）成分のうちいずれか
１つの成分を含有していないため、弾力性（常温、高温）及び溶解性の評価のうち少なく
とも１つの評価において良好な結果が得られず（「１」又は「５」の評価有り）、総合評
価が不合格「×」であった。
【００３６】
【表２】

 
【００３７】
【表３】

 
【００３８】
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【表４】

 
【００３９】
【表５】

 
【００４０】
　表２に、実施例１０～実施例１４の評価結果を示す。実施例１０～実施例１４は、（Ｃ
）成分及び（Ｄ）成分の含有量比（Ｃ／Ｄ）の値が異なるものである。表２に示すとおり
、含有量比（Ｃ／Ｄ）の値が低くなったり、高くなったりすると、弾力がやや強くなり、
溶解がやや遅くなる傾向が見られた。その中でも、含有量比（Ｃ／Ｄ）が２～４の範囲内
にある実施例１１～実施例１３は、実施例１０及び実施例１４よりも比較的良好な結果が
得られた。
【００４１】
　表３に、実施例１５～実施例２１の評価結果を示す。実施例１５～実施例２１は、（Ｃ
）成分及び（Ｄ）成分の合計含有量（Ｃ＋Ｄ）の値が異なるものである。表３に示すとお
り、合計含有量（Ｃ＋Ｄ）の値が低くなると、弾力がやや弱くなり、溶解がやや速くなる
傾向が見られた。また、合計含有量（Ｃ＋Ｄ）の値が高くなると、弾力がやや強くなり、
溶解がやや遅くなる傾向が見られた。その中でも、合計含有量（Ｃ＋Ｄ）が０．１４～１
．３５質量％（さらには（Ｃ）成分の含有量が０．１～１．０質量％、（Ｄ）成分の含有
量が０．０４～０．３５質量％）の範囲内にある実施例１６～実施例２０は、実施例１５
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及び実施例２１よりも比較的良好な結果が得られた。
【００４２】
　表４に、実施例２２～実施例２６の評価結果を示す。実施例２２～実施例２６は、（Ａ
）成分としてエタノールと糖アルコールであるグリセリンとを含有し、エタノールの含有
量が異なるものである。表４に示すとおり、エタノールの含有量が低くなると、弾力がや
や弱くなり、溶解がやや速くなる傾向が見られた。エタノールの含有量が高くなると、弾
力がやや強くなり、溶解がやや遅くなる傾向が見られた。その中でも、エタノールの含有
量が３～１８質量％の範囲内にある実施例２３～実施例２５は、実施例２２及び実施例２
６よりも比較的良好な結果が得られた。
【００４３】
　表５に、実施例２７～実施例３２の評価結果を示す。実施例２７～実施例３２は、（Ｂ
）成分の含有量が異なるものである。表５に示すとおり、（Ｂ）成分の含有量が低くなる
と、弾力がやや弱くなり、溶解がやや速くなる傾向が見られた。また、（Ｂ）成分の含有
量が高くなると、弾力がやや強くなり、溶解がやや遅くなる傾向が見られた。その中でも
、（Ｂ）成分の含有量が５～２０質量％の範囲内にある実施例２８～実施例３１は、実施
例２７及び実施例３２よりも比較的良好な結果が得られた。
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